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★今日の集まり・早わかり★

効　果

時間割
の目安

《リーダー・班長》
●「今日、話し合うことの台本」などをよく読んで、ヒヤリ地図づくりの流れを理解しておきましょう。

《教材など》
■リーダー・班長用 : 班長用にP104 ～ 117 をすべてコピー（班長の人数分）
　　　　　　　　　　机（作業用）　　レポート用紙など（まとめるために）
■受講者用：「ヒヤリ体験を生かすーレベル 2」でつくったヒヤリ地図
　　　　　　「ワークシート」（P105）のコピー（人数分） ※白黒コピー可
　　　　　　「今日、覚えてほしいこと」（P106 ～ 107）のコピー（人数分）　※白黒コピー可
　　　　　　別冊子「交通脳トレ 3ヵ月」（2枚 1組）のコピー（人数分） ※コピー方法は問題集参照

のり、ハサミ、蛍光ペン（3色）、貼り付け用シール（タックシール : 直径 5ミリ。赤、
青、それぞれ新しく加わった 1人あたり 30 個くらいの計算で。黒は 3年間の事故件
数分。P112 参照）

　　　　　　ビニールシート（貼り合わせた白地図と同じ大きさ）　　セロテープ
　　　　　　お茶（ペットボトル）（人数分）　　筆記用具（持参していただくか人数分用意）

自分たちでつくった地域のヒヤリ地図の上に、過去 3年間の実際の事故データを集
めて黒いシールで貼ります。事故が起こっているのに、ヒヤリとしていない場所は、
もっとも危険な場所であることがわかります。逆に事故はなくても多くのヒヤリが
ある地点については、改善案も提案できます。

危険予測力が上がる。
ヒヤリ地図づくりを体験しただけに、実際の事故の
場所が強烈な印象を与え、危険個所を認知させる。
仲間との交流でいきいきした気分になれる。
改善案を考え、提案する中で、地域行政への参加の機会も増える。
事故現場を材料にした話し合いで、脳が活性化する。

ヒヤリ体験を活かす　レベル 3

目　的

9
9

効　果

時間割
の目安

あらかじめ用意しておくこと

▼ 約 1時間40分（準備、あとかたづけを除く）

○準備 …………………………………………………………  10 分

①リーダーあいさつ ………………………………………  10 分

②交通脳トレ …………………………………………………  10 分

③ヒヤリ地図に事故のデータを加える ……… 1 時間 15分

　　　　（途中休憩あり）

④リーダーまとめ …………………………………………　 5 分

○あとかたづけ ……………………………………………  10 分

運転力
気づき力

コミュニケーション力

脳機能

あなたの街で起きた実際の事故を
ヒヤリ地図にいれてみましょう
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ワークシート　　　みなさんへの質問

あなたは事故を起こしたことがありますか?

1. ある　　　2. ない

事故に巻き込まれたことはありますか?

1. ある　　　2. ない

家の近くで、よく事故が起きる場所はありますか?（あてはまるものすべてに○）

1. しょっちゅう起きている場所がある　　　2. ときどき起きる場所がある

3. 事故が起きてもおかしくない場所がある　4. 危ない場所はない

［前の質問 1、2、3で○のついた方に］それは、どんな場所ですか?
（あてはまるものすべてに○）

1. 信号のある交差点

4. 樹木や看板などで見えにくい道路

6. 一方通行路

8. その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［前の問4に答えた方に］事故の起きた時間は、いつごろが多いですか?
（あてはまるものすべてに○）

1. 朝 6時～9時　　　　　2. 昼前 9時～12時　

4. 夕方 3時～6時　　  　 5. 夜 6時～9時

7. 深夜 0時～3時　　  　 8. 未明 3時～6時

ご近所には「こうしたら危険がなくなるのにな」と改善提案をしたい場所がありますか?

1. たくさんある　　　2. 少しはある　　　3. あまりない　　　4. まったくない

事故は一般にどのような原因で起こることが一番多いと思いますか?（○はいくつでも）

1. 運転者の不注意　　2. 道路の欠陥　　3. 信号や標識の不備　　4. 車の不備

5. 運の悪さ　　　　　6. 天候　　　　　7. ルールの不備　　

8. その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コピー

お名前

問5

問3

問2

問1

問4

問6

問7

3. 昼すぎ0時～3時　

6. 夜遅く9時～12時

2. 信号のない交差点

7. 歩道のない道路

3. 曲がっている道路

5. 駐車場付近
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今日、覚えてほしいこと 1

ヒヤリとしないのに、
事故が多発している場所がもっとも危険な場所
 「ヒヤリ地図」は人々がヒヤリとしている場所を見つける
のには役立ちますが、実際の事故が起こっている場所とそ
れが必ずしも一致しているとは限りません。
1. 多くの人がヒヤリとしているが、事故が起きていない場所

こういう場所には事故が起きる危険が潜んでいます。
2. ヒヤリとしている人が少ないが、事故が起きている場所

みんなが安心し、あまり注意しないで通っている場所
で事故が起きているわけですから、もっとも危険な場
所ということになります。事故を引き起こす要因が隠れ
ているはずなのにそれに気づかず、何の疑いも危険も
感じずに通行しているということです。

 潜んでいる要因が何かを発見し、対策を打つことが第一
ですが、少なくともそこが危険な場所であることを知らせる
ことは最低限必要です。警察や役所に任せるのではなく、
近くの知人や家族に知らせることだけでも安全に貢献するは
ずです。

一番重要なのは地域の人たちが
「自分たちの街の安全を考えていくこと」

コピー

ヒヤリ体験を活かす レベル 3

   平成 28年にスタートした国の交通安全 5ヵ年計画「第
10 次交通安全基本計画」では、交通事故のない社会を
めざして、人命尊重の理念、先端技術や情報の積極的な
活動が重要とされています。
　政府では、第10次5ヵ年計画が終わる令和2年までに、
1年間の交通事故死者数を 2,500 人以下に、交通事故死
傷者数を 50万人以下にするという目標を定め、日本が
世界一安全な国になることをめざしています。
　また現在、この方針を受け継ぎ、さらに交通事故を減
らそうと、令和 3年にスタートする交通安全 5ヵ年計画
「第 11 次交通安全基本計画」も作成準備段階に入ってい
ますが、それを実現するためにもっとも大切なのが、国民

自らの意識改革です。この、いきいき運転講座 9「ヒヤリ

体験を生かす」で、レベル 3 にまで達したみなさんには、

地域の交通安全を考える人としての資質がかなりついてき

ていると思われます。ここでの学習を生かし、地域のリー

ダーになっていただくことを期待しています。
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発言し提案するお年寄りになることで
交通事故を減らすことができます
　自分たちの街を安全な街にするために、お年寄りの目線

で街をチェックし、気づいたことを提案しましょう。

　たとえば、ほとんどの警察署には、「標識ボックス」と

呼ばれる提案箱が設けられていますので、標識の改善や追

加などについて提案してはいかがでしょうか。

　「世界老人調査」によると、日本のお年寄りは働いて

いる人の数も多く、できるだけ国や親族の世話にはならず、

自分の生活は自分の力で支えていこうと考える、自立した方

が多いという結果が出ています。

　ところが交通の問題になると、日本のお年寄りは受け身

の存在で、安全は国や自治体、あるいは若い人によって守

られると考える傾向が見受けられます。

　「ものいわぬお年寄り」から、「発言し提案するお年寄

り」になることで、交通事故はかなり減るはずです。お年

寄りにしかわからない交通上の不都合や、こうしたら安全に

なるという提案は、遠慮しないで積極的に発言していきま

しょう。発言にはそれなりの責任が伴いますが、高齢者が

責任を果たすことで、安全な行動をしようと動機づけられて

いくはずです。

今日、覚えてほしいこと　2 コピー
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リーダーのための資料

上手に進行する
ためのポイント   ① レベル2でつくったヒヤリ地図の確認

ヒヤリ地図がつくられていることが前提なので、それがちゃんとできて

いるかどうかを確認しましょう。

  ② 前回と同じメンバーで行う

できれば、ヒヤリ地図づくりに参加したメンバー、あるいはそういう方々

が多く含まれるメンバー構成になることが望ましいでしょう。

 ③ 過去 3年間の事故データを集めるのは、なかなか大変な作業

ヒヤリ地図で扱った地域のどこでどんな事故が起こったかというデータ

は、地元の警察にはあるはずです。管内の地図に事故発生地点をピンでと

めたり、印をつけている警察署があります。こんな地図がある場合、今回

の作業が交通安全の勉強の機会であることをよく説明して、転記させてい

ただくとよいでしょう。

こうした地図がなく、事故の原票がとじてあるだけという警察もありま

す。原票には当事者の住所や名前が入っているだけに、見せていただくこ

とは困難です。氏名や住所はいらないことをよく説明して、事故地点のデー

タ入手方法を相談してみる必要があります。最近では、インターネット上

で事故地点のデータが公開されている場合もありますので、ご確認いただ

くとよい場合もあるでしょう。

 ④ 地元警察に相談する

どうしても正確な事故データが手に入らない場合は、地元警察の交通担

当警察官にたずねてみましょう。どこで事故が起こったかはよく知ってい

るはずですから、「ヒヤリ地図」を持ち込んで、事故現場を口頭で教えても

らうとよいでしょう。

 ⑤ 相談するときは余裕を持って

警察官もたいへん忙しい業務をかかえていますので、事故データ収集は、

かなり時間的余裕をもってお願いすることが大事です。

ヒヤリ体験を生かす　レベル 3

［前回］

みんなでつくった

ヒヤリ地図

［今回］

実際に起きた事故の

場所を示した地図
+

ヒヤリ体験を活かす　レベル 39
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Ⅰ . 準備

　　①主催者の決定

　　②実施グループのリーダー、班長を決定

　　③主催者とリーダーとの打ち合わせ

　　④参加者への呼びかけ

Ⅱ . あらかじめ用意するもの

　　①会場

　　②レベル 2でつくった「ヒヤリ地図」

　　③用具

　　④事故データ（事故が起きた場所を地元警察署から入手）

Ⅲ . 作業

　　①リーダー、班長による説明

　　②地図を理解してもらう

　　③事故発生個所の表示

　　④ヒヤリ個所と事故発生個所の対比と掘り下げ̶̶潜在的危険個

　　　所、真の危険個所の発見とそれへの対応策
　　

 Ⅳ . 運用

　　①「ヒヤリ地図」の公開・充実

　　②潜在的危険個所および真の危険個所について、行政に場所を知

　　　らせ、対応策についても提案する

　　③対応策については、行政に提案するだけでなく、自分たちで実

　　　   行できるところは実行する

　　④次のリーダー、班長の決定

上の表は、事故現場の入った「ヒヤリ地図」づくりの過程を示してい

ます。

　「ヒヤリ地図」がすでにできあがっていて、その地図をさらに充実さ

せ、地域の安全のために運用していくために行います。準備や作業につ

いては、「8. ヒヤリ体験を生かす　レベル 2」の説明を参考にして進め

ていきます。

リーダーのための資料

事故現場の入った
「ヒヤリ地図」の

つくり方 ヒ
ヤ
リ
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を
活
か
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　 進める順序 　リーダーと班長にやっていただくこと 

9

 班長　ご自分を含め、全員に自己紹介をしてもらう。
　（お名前、お住まいの地域、運転歴、最近車で出かけた所など）

 班長
①「交通脳トレ」問題 2枚を配る

★リーダーが時間を計ってもよい。
②腕時計（秒針付き）で、問題終了までの時間を計り用紙に記入。

①リーダーあいさつ
　10分

②交通脳トレ
　10分

○準備
　10分

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

※参加者の人数に合わせて、あらかじめリーダーは班長を決めておく。
①班を編成（5～ 8人）する。
②机やいすを並べかえ、班ごとに着席する。

 リーダー（班長の代表）

▼

▼

▼

▼

　  今日、話し合うための台本

■班ごとに自己紹介

■「交通脳トレ」問題
　2枚配布

ヒヤリ体験を活かす　レベル 3

▼1枚目　「文字ひろい」または「まちがい探し」 ▼2枚目　「計算と音読」
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★まず、「交通脳トレ」から始
め、脳の働きを高めます。

★開発者は、脳のトレーニン
グで知られる東北大学の川
島隆太教授です。

※やさしい問題をすばやく正
確に計算することが、脳を
活性化させます。

★時間の計り方を練習してか
ら始めましょう。

＊「交通脳トレ」の詳しい情
報は、別冊子「交通脳トレ
3ヵ月」をご覧ください。

●最初のトレーニングは「交通脳トレ」です。

　この問題は3ヵ月分あるのですが、今日はそのうちの

1日分（2枚）をやっていただきます。

●1枚目の問題では、安全運転に大切な、運転中にとっ

さに危険を察知する能力を支える、脳のトレーニング

を行います。

　2枚目の問題では、簡単な計算問題（※）と小説などの一部を音読

していただき、脳を活性化します。2枚1組の問題を少なくとも3ヵ

月間続けて行うと、効果が出てきます。

●2人 1組になり、問題にかかった時間を腕時計（秒針付き）で計り

ます。1枚目の問題から始めます。「スタート」の合図をしたら、時

間を計ってください。では、スタートします。

　（2枚目の2つの問題も同様に行う）

★お互いのことを知ると話が
スムーズに進みます。

★参加者のみなさんに、トレー
ニングの目的、内容を理解
してもらうことが大切です。

★趣旨説明ではリーダーは一
方的に話すのではなく、参
加者と話し合いをしながら、
意見や提案を受ける形で進
める方がよいでしょう。

　重要なことは、参加者に上か
ら命じられてそれを行うの
ではなく、自分たちのため
に、自分たちの企画で地図
づくりが行われているのだ
と実感してもらうことです。

●多くのみなさんには、すでに「ヒヤリ地図づくり」に

ご参加いただき、みなさんの手で、きれいな地図がで

き上がっています。

　　　　　　●初めての方もいらっしゃるかもしれませんが、「ヒヤリ

　　　　　　地図」というのは、お集まりのみなさんの住んでおられ

る地域の細かい地図の上に、参加された方々が歩いていて車や自転車

にヒヤリとしたり、車を運転したり同乗していてヒヤリとした場所に、

シールを貼ったものです。みんなで危険な場所を探し、お互いの危険

体験を話し合いながら、それを共有し、安全を守っていこうという目

的でつくられたものです。

●今日は、ここにある「ヒヤリ地図」をいっそう発展させるために、

この地域の過去の事故データを集めていただいております。

　地図の上で実際に事故が起こった場所に、別の色（黒）のシールを

貼っていき、はたしてヒヤリとしている所で本当に事故が起きてい

るのか、またそれとは逆に、事故が起きている所では多くの人がヒ

ヤリ体験をしているのかを調べてみようというわけです。

●もし、事故が起きているのにヒヤリとしていない場所があったら、

そこは本当は危険なのに多くの人が気づいていない場所です。もっ

とも危ない場所として注意する必要があります。逆に、事故はなく

ても多くの人がヒヤリとしている場所があったら、そこは事故が起

きる可能性の高い場所だということになります。事故が起きないう

ちに道路や信号の改良、あるいは危険な場所だと気づかない人への

情報提供など、手を打つ必要があります。

●今日は、私たちの街を安全な街にするための大事な機会です。ぜひ

ともみなさんのご協力をお願いしたいと考えています。

　ではこれから班に分かれ、班長さんや私の司会で進めます。

このまま読みあげるだけで講座を進めることができます

班　長

リーダー

★準備の必要上、初めて実施
するときは事前に班長を決
めておきますが、次回から
は自薦、他薦で班長を決め
るのもよいでしょう。
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　 進める順序 　リーダーと班長にやっていただくこと 

9

 班長
○「ヒヤリ地図づくり」の進め方について説明をする。

▼

▼

▼

▼

▼

 班長
①「ワークシート　みなさんへの質問」1枚を配り、参加者に記入
　してもらう。
②班ごとに進行役になって、1人ずつ答えと理由を聞く。
③班メンバーの報告を簡単にメモする。

③ヒヤリ地図に事故
　のデータを加える

1 時間 15分 

■進め方の説明
（5分）

 班長
①貼り付け用シール（タックシール）（赤、青、黒）を配布する。
　・赤、青　　それぞれ新しく加わった人 1人あたり 30個ぐらい
　・黒　　3年間の事故件数分
②初めて参加する方には、班ごとにリーダーと班長の案内で既存の
ヒヤリ地図に 1人ずつ赤と青のシー
ルを貼ってもらう。

■既存のヒヤリ地図
  に新たなヒヤリ個
  所のシールを貼る
（5 分）

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

■「ワークシート
　みなさんへの質問」
　1枚配布（10分）

ヒヤリ体験を活かす　レベル 3

貼り付け用シール
（タックシール）

 休憩　（5 分）
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●まず、お手許の「ワークシート」にご記入いただきた

いと思います。

●いかがですか?　「問3　家の近くで、よく事故が起き

る場所がありますか?」という質問がありますが、い

かがですか?　みなさんは過去3年くらいの事故の場所をみんなご

存じなのでしょうか?　今日は、そんなことも含めて、新たな地図

づくりに挑戦してみたいと思います。

●いかがですか ?　今日初めてご参加いただいた方に

は、わかっていただけましたか?

　　　　　　●初めてご参加いただいた方々に、赤いシールと青い

　　　　　　　シールをお渡しします。歩いたり自転車に乗ったりし

ていてヒヤリと感じた場所には赤いシール、車を運転したり同乗し

ていてヒヤリとした場所には青いシールを貼ってみていただけませ

んか。ヒヤリとした場所のすべてに、次々と貼っていってください。

★赤いシールと青いシールが
貼ってある場所について説
明しましょう。

★シールがたくさん貼ってあ
る場所がどんな所か具体的
に話すと、初めて参加され
た方もイメージをつかむこ
とができます。

●それでは、まず、今日の作業の進め方について説明し

たいと思います。

　　　　　　　みなさんの前にある「ヒヤリ地図」を見てください。

　　　　　　●これは、今日参加いただいている○○さんや△△さん

がつくられたもので、地図の上に、歩いたり自転車に乗ったりして

いてヒヤリと感じた場所に赤いシール、車を運転したり同乗してい

てヒヤリとした場所に青いシールが貼ってあります。

●たくさんのシールが貼ってある場所は、多くの人がヒヤリとしてい

る場所で、それだけ危ない場所だといえます。

　○○さん、どんな場所がヒヤリの多い場所か、説明していただけま

すか?
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★班長はできるだけ和気あい
あいと作業が進むように
リードすることが必要です。

★貼る場所が少ない高齢者に
劣等感を感じさせないよう
に配慮することも重要です。

　例）思い出したら、後でも
いいですから貼ってく
ださい。
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　 進める順序 　リーダーと班長にやっていただくこと 

9

■ヒヤリ地図の有効な
　活用方法についての
　話し合い
（10分）

 班長　　
①地図づくりについて説明する。
②班ごとに、リーダーと班長の案
内で、地図の上にビニールシー
トを置き、端をセロテープなど
で固定する。

　（ビニールシートは、ヒヤリ地図
と同じくらいの大きさ）

▼

▼

▼

■つくった地図の
　掘り下げ
　（10分）

■ヒヤリ地図の上に
　透明なビニールシー
　トを置き固定する
　（5分）

■班の代表の発表
（10分）

 班長　　
①できあがった地図を見ながら、どこにシールが集中しているかな
どを、リーダーと班長の司会で、
班ごとに話し合う。

②後で行う班ごとの報告に備え、
班メンバーの発言内容をメモし
ておく。

③班メンバーと相談しながら、
　報告内容をまとめる。

 班長　　
○班ごとに代表が出て、話し合った内容を発表する。報告の内容は、
以下の項目を参照。シールが集中した危険な個所を中心に話す。
1. ヒヤリ地図をつくってわかった危険な場所
2. 危険を招かない走り方、歩き方
3. グループで話し合った道路などの改善提案

 班長　　
○つくった地図を、地域
の交通安全に役立つ活
動に発展させるための
アイデアを出し合う。

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

ヒヤリ体験を活かす　レベル 3

■実際の事故現場に　
　黒いシールを貼る
　（10分）

 班長　　
○ 2人 1組にし、それぞれの組に
事故のデータを渡し、2人で相
談しながら、事故発生場所を確
定し、黒いシール（3年間の事
故件数分）を貼ってもらう。

▼

▼

 休憩　（5 分）



　　話し方の例 　ポイント
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●ここでは、「掘り下げ」という作業をしたいのです。

掘り下げでは、具体的に以下を行います。

　1.ヒヤリ個所と、事故現場が一致している場所の確認

　2.ヒヤリとしているのに、事故が起こっていない場所

（潜在的危険個所）の確認

　3.ヒヤリとしていないのに事故が起こっている場所（真の危険個所）

の確認をまず行い、どうしたら事故が防げるかを話し合い、良い

提案があったら書き留めておいてください。

●よろしいですか?　それでは、今日の作業の手順を説

明したいと思います。

まず一番最初に、用意されている透明なビニールシー

トを、できているヒヤリ地図の上に、いっぱいに置き、

端をセロテープなどを使って固定してください。

●透明なビニールシートですから、ビニールシートを通して、ヒヤリ

地図がよく見えると思います。

★参加者がヒヤリとした場所と
実際に事故が起きた場所を
比較することがポイントで
す。

★班ごとの報告を聞くことで、
他の地域の危険個所をお互
いに知ることができます。

★「ヒヤリ地図づくり」はこ
うした活動そのものを通し
て、参加者が安全に向けて
動機づけられることを目的
としていますが、できあがっ
た地図を活用していくこと
も意義深いのです。

【アイデア例】

・できあがった地図を、町内会の掲示板や小学校など、公の場所に

貼って地域の人に見てもらう。

・できあがった地図を縮小コピーして、印刷して配る。

● 次に、実際の事故現場に、1つの事故を 1個のシー

ル（黒）にして、数だけ貼ってください。住所しか

わからない場合は、その地番の所にシールを貼って

ください。受け取ったデータは2人で相談しながら、

場所を確かめ、そこに黒いシールを貼っていってください。
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注）自治体で入手した地図や市販の地図に手を加えたものを掲示したり、印刷・    

配付するときは、著作権の関係上、承認を受けることが必要です。もよ

りの自治体（都市計画課など）または発行元にご相談ください。
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　 進める順序 　リーダーと班長にやっていただくこと 

9

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

○あとかたづけ
　10分

④リーダーまとめ
　10分

 リーダー（班長の代表）
①リーダーとして今日の話し合いの感想を話す。

②「今日、覚えてほしいこと」2枚を配り、説明した後、参加者に読ん  

　でもらう。

③今日のまとめをする。
■「今日、覚えてほし
　いこと」 2枚配布

ヒヤリ体験を生かす　レベル 3

【ご注意】次回の集まりをご計画の場合は、最後にその案内や班長の人選を忘れ
ないようにしましょう。

ヒヤリ体験を活かす　レベル 39

　 5分



　　話し方の例 　ポイント

ヒ
ヤ
リ
体
験
を
生
か
す
　
レ
ベ
ル
３

★参加者はトレーニングの後、
今日のまとめを期待してい
ます。リーダーの方は「今日、
覚えてほしいこと」を配り、
今日のポイントをまとめて
伝えましょう。

※ P115 の「アイデア例」の
注を必ず守ってください。

★感想の中で、具体的な参加
者のお名前などをあげなが
らお話しし、リーダーとし
ての感想をつけ加えていた
だくと、より励ましになり
ます。

※時間がなければ「ここでは
読みあげませんが、お帰り
になってからお読みいただ
けると幸いです」とつけ加
えてください。

●今日できあがった地図は、せっかくみなさんが苦労さ

れてつくったものですし、安全のための情報が満載

されています。つくっただけで終わったり、このま

ま地図が眠ってしまうのではもったいないな、と強

く感じています。

　地域の人たちが見てくれる場所に展示したり、これを小さい地図に

転記し、印刷して配ったり、あるいは報告会を開いたり、活用の方

法がいろいろ考えられるのではないかと思います。（※）

●ヒヤリ地図の上に透明なビニールシートを置いて、そこに事故発生

個所を黒いシールで貼るこの作業は、地域の方々の安全教育に使う

ための材料として利用いただきたいと考えたからです。

●地域の方々に集まっていただいて、ステップ2でつくったヒヤリ地

図を示し、それを説明した上で、自分たちのヒヤリ体験をシールに

して貼り加えてもらいます。そうした作業をやってもらった上で、

「それでは実際に事故の起こった場所を示してみましょう」といっ

て、みなさんが今日おつくりになった、黒いシールの貼られたビ

ニールシートを置き、ヒヤリ個所と事故現場を対比していきます。

いま自分たちが作業をした後だけに、危険個所が強い印象となって

残るのです。こんな利用の仕方も有効かと思います。
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●資料「今日、覚えてほしいこと」は、指名させていただきますので、

順番に読みあげていただけますか。（※）

●みなさんは、この「いきいき運転講座」「ヒヤリ体験を生かす」の

レベル 3にまで達していただいた方々ですから、みなさんには十

分な地域リーダーとしての能力が備わっていると思います。みなさ

んにはぜひとも地域リーダーとしての自覚を持って、運用方法を考

えていただければと思います。
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